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千
葉
・
県
民
芸
術
祭
第
6
2

回
千
葉
県
俳
句
大
会
 

昨
年
の
第
六
十
一
回
千
葉
県
俳
句
大
会
は
、
一
台
風
十
九
号
の
襲
来
の
た
め
中
止
と
な
り
、
 

今
年
の
第
六
十
二
回
大
会
も
春
よ
り
の
新
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
が
留
ま
ら
ず
、
そ
の
対
 

応
の
方
針
で
、
能
村
研
三
会
長
の
判
断
を
得
て
中
止
と
な
っ
た
。
正
直
、
二
年
連
続
の
大
 

会
の
中
止
。
ご
参
加
予
定
の
諸
氏
の
ご
期
待
に
添
え
ず
、
大
変
残
念
に
思
っ
て
い
る
。
 

大
会
の
準
備
は
二
月
の
大
会
案
内
の
印
刷
物
の
作
成
に
始
ま
り
、
三
月
に
後
援
を
い
た
 

だ
く
各
団
体
へ
の
依
頼
と
挨
拶
廻
り
、
四
月
よ
り
作
品
募
集
を
開
始
。
最
終
的
に
は
一
般
 

の
部
で
は
三
三
一
名
の
方
か
ら
、
 

一
二
二
〇
句
の
投
句
を
頂
戴
し
た
。
改
め
て
厚
く
感
謝
 

を
申
し
あ
げ
た
い
。
 

昨
年
の
台
風
襲
来
と
違
い
、
今
年
は
あ
ら
か
じ
め
予
想
の
付
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
 

延
へ
の
対
応
。
五
月
に
は
大
会
中
止
を
決
め
、
会
場
、
後
援
団
体
へ
の
中
止
要
請
に
廻
り
、
 

応
募
作
品
に
つ
い
て
は
紙
上
大
会
に
す
べ
く
、
各
選
者
 

の
選
を
経
て
、
 

一
冊
の
作
品
集
と
し
、
各
選
者
の
選
句
 

表
、
表
彰
者
の
作
品
・
氏
名
を
付
し
、
投
句
者
全
員
に
 

郵
送
す
る
こ
と
と
決
し
た
。
 

選
者
は
招
待
選
者
の
今
井
聖
先
生
ほ
か
、
千
葉
県
俳
 

句
作
家
協
会
の
理
事
三
十
九
名
。
別
表
の
よ
う
に
千
葉
 

県
知
事
賞
ほ
か
の
入
賞
者
が
決
定
。
郵
送
を
持
っ
て
賞
状
・
記
念
品
の
発
送
を
終
え
た
。
 

ま
た
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
で
は
一
九
二
五
名
の
児
童
・
生
徒
よ
り
の
参
加
が
あ
り
、
審
査
会
 

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
選
句
の
結
果
、
十
二
名
の
小
学
生
、
十
一
名
の
中
学
生
を
、
同
紙
上
に
 

て
表
彰
。
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
各
地
の
学
校
教
諭
の
諸
氏
に
改
め
て
厚
く
感
謝
の
意
を
申
 

し
あ
げ
た
い
。
 

本
来
は
十
月
十
八
日
に
予
定
し
て
い
た
千
葉
県
俳
句
大
会
の
会
場
で
の
あ
た
た
か
い
表
 

彰
の
一
刻
を
と
願
っ
て
い
た
が
、
紙
上
表
彰
と
い
う
こ
と
と
な
っ
た
。
事
情
推
察
の
上
、
 

ご
容
赦
を
と
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
 

こ
の
俳
句
大
会
を
主
催
す
る
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
で
は
、
実
行
委
員
長
は
二
年
間
の
 

輪
番
制
と
な
っ
て
い
る
。
私
の
担
当
し
た
二
年
は
全
て
大
会
が
催
せ
ず
、
紙
上
大
会
と
な
っ
 

て
し
ま
っ
た
。
実
質
上
、
大
会
の
実
施
運
営
よ
り
紙
上
大
会
の
方
が
事
務
的
な
仕
事
は
倍
 

増
す
る
。
多
忙
の
中
、
お
力
を
お
貸
し
下
さ
っ
た
事
務
局
の
諸
氏
に
厚
い
感
謝
の
意
を
表
 

し
た
い
。
ま
た
ご
投
句
く
だ
さ
っ
た
諸
氏
に
親
し
く
声
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
 

こ
の
役
を
終
え
る
こ
と
を
残
念
に
思
っ
て
い
る
。
全
て
の
作
家
の
更
に
よ
き
研
鎖
を
と
祈
 

り
、
諸
氏
と
共
に
こ
の
美
し
き
日
本
文
化
の
伝
統
を
大
事
に
育
て
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
 

い
る
。
 

実
行
委
員
長
 

増
成
 
栗
人
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の
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雑
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者
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我
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漁
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と
い
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を
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に
置
く
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会
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母
の
日
や
裁
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に
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が
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て
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市
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会
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松一P 
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の
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的
中
の
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の
胴
震
ひ
 

優

秀

賞

 

船
橋
 

妻
の
歩
を
吾
が
歩
と
し
た
り
初
蝶
来
 

々
 

我
孫
子
 

児
の
五
体
空
へ
伸
び
き
る
捕
虫
網
 

々
 

君
津
 

お
隣
り
の
空
ま
で
借
り
て
こ
い
の
ぼ
り
 

々
 

富
津
 

砂
時
計
刻
を
こ
ぼ
し
た
ま
ま
晩
夏
 

々
 

南
房
総
 

サ
ー
フ
ァ
ー
の
太
平
洋
に
立
ち
上
が
る
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保
ア
ツ
子
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能
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研
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浪
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は
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人
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千
葉
 

秋
本
 
紀
子
 

夏
来
た
る
ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
象
の
耳
 

々
 

柏
 
新
津
 
禦
子
 

金
魚
玉
水
替
へ
て
よ
り
透
く
未
来
 

々
 

千
葉
 

徳
吉
洋
二
郎
 

八
月
十
五
日
目
玉
焼
き
裏
返
す
 

々
 

松
戸
 
浪
岡
は
る
か
 

樹
木
へ
と
も
ど
ら
ん
か
月
光
の
チ
ェ
ロ
 

々
 

千
葉
 

金
子
日
出
子
 

手
で
掬
ふ
水
の
旨
さ
や
木
下
闇
 

々
 

市
川
 

栗
坪
 
和
子
 

灯
台
や
菜
殻
火
は
沖
昏
る
る
ま
で
 

々
 

世
田
谷
 
関
戸
 
信
治
 

春
雨
や
耳
や
わ
ら
か
く
し
て
眠
る
 

々
 

我
孫
子
 
染
谷
 

卓
 

タ
焼
け
て
も
う
鬼
の
来
ぬ
か
く
れ
ん
ぼ
 

々
 

印
格
 
寺
嶋
 
和
江
 

半
夏
生
座
敷
に
て
売
る
吉
野
和
紙
 

々
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飾
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所
 
友
枝
 

塗
箸
の
桶
に
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み
ぬ
夜
の
秋
 

々
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応
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数
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二
二
〇
句
）
 

し
 

で
ン
ュ
ニ
ア
の
部
】
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学
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教
育
長
賞
 
ち
は
ら
台
桜
小
六
年
 
藤
代
 
啓
汰
 

夏
の
雲
ク
ラ
ゲ
の
よ
う
に
浮
い
て
い
る
 

千
葉
市
教
育
長
賞
 

々
 

四
年
 
大
塚
 
結
以
 

か
ん
せ
い
だ
あ
せ
を
流
し
た
ひ
み
つ
き
ち
 

千
葉
県
芸
術
文
化
団
体
協
議
会
長
賞
 

々
 

白
鳥
 
瑠
那
 

は
や
す
ぎ
て
お
ね
が
い
で
き
な
い
流
れ
星
 

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
長
賞
 

々
 

楼
井
 
心
温
 

あ
じ
さ
い
と
な
い
し
ょ
ば
な
し
か
た
つ
む
り
 

千
葉
県
俳
句
大
会
委
員
長
賞
 
祇
園
小
三
年
 
加
藤
い
ろ
は
 

集
ま
っ
て
ベ
ラ
ン
ダ
に
来
る
い
わ
し
雲
 

優

秀

賞

 

明
神
小
五
年
 
大
島
 

ひ
ま
わ
り
や
僕
も
黄
色
く
か
が
や
く
ぞ
 

々
 

南
清
小
三
年
 
山
田
 

せ
み
の
声
「
い
こ
ー
い
こ
ー
」
と
聞
こ
え
る
日
 

々
 

ち
は
ら
台
桜
小
四
年
 
演
島
 

花
い
か
だ
の
っ
て
み
た
い
な
海
ま
で
も
 

々
 

々
 

六
年
 
井
倉
 

は
る
の
か
ぜ
お
も
わ
ず
ま
ぶ
た
お
も
く
な
る
 

々
 

々
 

藤
田
 

せ
ん
ぷ
う
機
早
く
こ
っ
ち
を
向
い
て
く
れ
 

々
 

明
神
小
三
年
 
山
口
 

ば
あ
ば
は
め
っ
ち
ゃ
や
さ
し
い
さ
く
ら
ん
ぼ
 

々
 

南
清
小
五
年
 
中
山
 

大
き
な
木
ず
っ
と
見
て
る
と
ブ
ロ
ツ
コ
リ
ー
 

亮
毅
 

篤
樹
 

佑
正
 

大
慢
 

果
歩
 

優
慢
 

智
貴
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中
学
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の
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）
 

千
葉
県
教
育
長
賞
 

南
部
中
二
年
 

陽
炎
に
マ
ス
ク
の
私
溶
け
て
い
く
 

千
葉
市
教
育
長
賞
 
木
更
津
第
三
中
一
年
 
滝
口
 

悠
真
 

一
匹
の
せ
み
鳴
く
仲
間
待
つ
よ
う
に
 

千
葉
県
芸
術
文
化
団
体
協
議
会
長
賞
木
更
津
第
一
中
一
年
 

川
崎
 

史
菜
 

休
校
で
増
え
た
読
書
と
長
い
梅
雨
 

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
長
賞
お
お
た
か
の
《
輩
三
年
 

公
田
 

亜
優
 

か
た
つ
む
り
君
だ
け
が
知
る
景
色
あ
り
 

千
葉
県
俳
句
大
会
委
員
長
賞
 

々
 

根
本
 

り
な
 

一
匹
の
せ
み
鳴
く
仲
間
待
つ
よ
う
に
 

休
校
で
増
え
た
読
書
と
長
い
梅
雨
 

か
た
つ
む
り
君
だ
け
が
知
る
景
色
あ
り
 

し
も
柱
ど
こ
を
踏
ん
で
も
違
う
音
 

優

秀

賞

 

慶
慮
義
塾
中
等
部
三
年
 

梅
干
し
や
祖
母
の
真
心
甘
酸
っ
ば
い
 

々
 

南
部
中
一
年
 

梅
雨
の
な
か
心
は
湿
っ
て
一
人
の
夜
 

々
 

々
 

銀
杏
を
つ
ぶ
し
て
歩
い
た
通
学
路
 

々
 

々
 

一一年 

せ
み
の
声
課
題
が
全
然
終
わ
ら
な
い
 

々
 

常
盤
松
中
三
年
 

暗
闇
の
大
き
な
画
用
紙
花
火
か
な
 

々
 

お
お
た
か
の
森
中
三
年
 

う
る
さ
さ
の
中
に
安
ら
ぎ
せ
み
の
声
 

石
井
 

和
彩
 

菊
池
 
優
太
 

幡
野
 

昂
誠
 

高
深
 
大
夢
 

山
口
 

大
輝
 

阿
部
 
珠
タ
 

池
内
 

遥
 

×
応
募
数
一
人
一
句
・
一
九
二
五
名
 

ノ
 

／
 

小
学
生
八
〇
四
名
‘
中
学
生
一
一
二
一
名
×
 

千
葉
県
俳
句
大
会
優
勝
者
再
見
 

「
兼
題
（
上
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・
席
題
（
下
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森
津
 

照
子
 

津
島
 
青
魚
 

石
井
紀
美
子
 

鳥
飼
栄
美
子
 

相
原
 

一
枝
 

吉
岡
 

純
子
 

鳥
飼
栄
美
子
 

石
橋
 

き
よ
 

斉
藤
す
ず
子
 

小
林
野
菊
子
 

斉
藤
 
和
子
 

植
木
 

ひ
さ
 

鴇
田
 

一耽 

粟
津
 
淑
子
 

斉
藤
す
ず
子
 

井
上
 

匡
 

司
 
す
ぐ
る
 

山
崎
 

幸
子
 

吉
岡
 
咲
子
 

内
山
 

花
葉
 

福
川
い
つ
み
 

保
坂
 

和
郷
 

馬
測
 

津
枝
 

保
坂
 

和
郷
 

斎
藤
 

厚
子
 

大
河
内
卓
之
 

三
枝
か
ず
を
 

昼
問
た
つ
お
 

関
戸
 

信
治
 

増
田
都
美
子
 

長
渡
 

聴
子
 

末
永
 

弘
子
 

今
井
 
麗
雪
 

石
井
紀
美
子
 

樋
口
 

津
ぐ
 

村
山
 

繁
子
 

河
合
 
凱
夫
 

井
上
 

純
郎
 

伊
藤
 
孝
道
 

橋
本
 

五
月
 

伊
藤
 
昌
信
 

堀
部
 
寿
子
 

藤
倉
 
哲
夫
 

石
井
紀
美
子
 

川
合
 

憲
子
 

小
川
た
か
し
 

橋
本
 

五
月
 

茂
木
 
義
守
 

馬
測
 

津
枝
 

大
薗
 

智
子
 

山
本
 
無
蓋
 

保
坂
 

和
郷
 

石
井
紀
美
子
 

保
坂
 

和
郷
 

藤
岡
 
貞
夫
 

加
藤
 

法
子
 

菊
地
 

光
子
 

保
坂
 

和
郷
 

斉
藤
す
ず
子
 

門
谷
 

杜
人
 

増
成
 

栗
人
 

大

会

中

止
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・
一
新
春
交
流
会
の
ご
案
内
 

一 
「
 

令
和
三
年
の
新
春
交
流
会
の
俳
句
会
は
コ
ロ
ナ
 
） 

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
鑑
み
文
音
俳
句
会
と
し
、
 

《 

祝
賀
会
は
中
止
と
し
ま
す
。
第
六
回
俳
句
大
賞
の
 
） 

贈
賞
式
は
例
年
の
通
り
行
い
ま
す
。
 

《 

日
 
時
 
令
和
三
年
二
月
十
一
日
（
木
・
祝
）
 

,
 

受
付
一
時
、
三
階
特
別
会
議
室
2
 

一 

会
 
場
 
千
葉
市
民
会
館
三
階
特
別
会
議
室
2
 

?
 

千
葉
市
中
央
区
要
町
一
番
一
号
 

） 

m

〇
四
「
T
二
二
四
ー
二
四
三
一
 

』 

一
、
第
六
回
俳
句
大
賞
贈
賞
式
 
午
後
一
時
受
付
開
始
 

」
一
 

三
階
特
別
会
議
室
2
 

(
 

二
、
新
春
交
流
俳
句
会
（
文
音
）
 

午
後
二
時
、
 

「 

三
階
特
別
会
議
室
2
 

)
 

投
 
句
 

二
句
（
事
前
投
句
）
 

(
 

投
句
料
 

一
、
〇
〇
〇
円
 

＼ 

申
込
み
締
切
り
 
令
和
二
年
十
二
月
三
十
日
 

《 

申
込
み
方
法
 
所
定
の
用
紙
に
、
俳
句
二
句
と
指
 
『 

定
事
項
を
全
て
記
載
の
上
、
投
句
二
句
と
千
円
を
 
」
一
 

同
封
し
て
左
記
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。
 

》
 

（
現
金
書
留
ま
た
は
郵
便
小
為
替
で
送
付
。
会
費
 
《 

の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
）
 

\
 

選
句
は
協
会
役
員
・
理
事
に
て
行
い
投
句
者
全
員
に
 
」
？
 

作
品
集
を
入
賞
者
に
は
賞
品
を
送
り
ま
す
。
 

） 

申
込
先
 

》 

〒
2
7
8
1
0
0
3
7
 

?

 

野
田
市
野
田
8
1
 

倉
岡
け
い
方
 

”
 

千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
新
春
交
流
会
係
 

） 

電
話
0
4
1
7
1
2
4
1
2
1
3
0
 

一 

問
合
せ
先
新
春
交
流
会
担
当
 
平
岡
育
也
 

＼ 

電
話
0
4
3
1
2
5
1
1
7
2
8
4
 

"
 

f
ー
い
い
h
・rf
苦
1
ー
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「
 

千
葉
県
俳
壇
ニ
ュ
ー
ス
 

当
協
会
秋
尾
敏
理
事
長
 

第
七
十
五
回
現
代
俳
句
協
会
賞
受
賞
 

当
協
会
理
事
長
・
全
国
俳
誌
協
会
会
長
・
現
代
俳
句
協
 

会
副
会
長
等
を
務
め
る
「
軸
」
主
宰
秋
尾
敏
氏
の
句
集
 

『
ふ
り
み
だ
す
』
（
「
真
木
」
 

一
九
二
号
紹
介
済
）
が
、
「
第
 

七
十
五
回
現
代
俳
句
協
会
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
。
慶
祝
。
 

本
賞
は
、
二
〇
一
九
年
中
に
刊
行
さ
れ
た
現
代
俳
句
協
 

会
会
員
の
句
集
の
中
か
ら
、
第
一
次
選
考
（
三
十
二
編
）
 

を
経
て
選
出
さ
れ
た
最
終
候
補
（
十
二
編
）
に
つ
い
て
審
 

査
を
行
い
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

（
編
集
部
記
）
 

当
協
会
加
藤
事
務
局
長
 

第
十
二
回
文
撃
の
森
賞
・
入
賞
受
賞
 

当
協
会
の
事
務
局
長
加
藤
峰
子
氏
の
句
集
『
鼓
動
』
 

（
「
真
木
」
一
八
八
号
紹
介
済
）
が
「
第
十
二
回
文
畢
の
森
 

賞
・
入
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
。
慶
祝
。
 

本
賞
は
二
〇
一
八
年
四
月
、
翌
年
三
月
末
日
の
間
に
 

「
文
畢
の
森
」
に
て
刊
行
さ
れ
た
書
籍
を
対
象
に
、
第
一
 

次
選
考
、
最
終
選
考
を
経
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

（
編
集
部
記
）
 

し
 

「
浮
巣
」
誌
創
刊
五
〇
〇
号
達
成
 

大
木
さ
つ
き
主
宰
の
「
浮
巣
」
は
、
本
年
六
月
号
を
以
っ
 

て
通
巻
五
〇
〇
号
に
達
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
五
月
・
 

六
月
号
を
合
併
号
に
し
て
、
 
一
七
〇
頁
余
の
大
冊
「
創
刊
 

五
〇
〇
号
記
念
特
集
」
を
発
行
さ
れ
た
。
慶
祝
。
 

星
野
椿
「
玉
藻
」
名
誉
主
宰
の
〈
祝
浮
巣
五
〇
〇
号
×
 

大
久
保
白
村
日
本
伝
統
俳
句
協
会
副
会
長
の
随
想
、
井
上
 

緑
水
氏
の
エ
ッ
セ
ー
、
〈
浮
巣
五
〇
〇
号
と
卒
寿
の
会
〉
 

の
特
詠
、
十
名
執
筆
に
よ
る
 
〈
俳
句
と
随
想
〉
、
大
木
さ
 

つ
き
句
集
令
冬
麗
』
再
読
〉
の
洋
村
氏
、
令
遥
か
な
日
々
』
 

を
読
む
〉
 
の
内
田
氏
、
併
せ
て
大
木
格
次
郎
句
集
令
水
 

源
』
を
辿
る
〉
を
津
々
楽
朋
世
氏
が
執
筆
し
て
い
る
。
 

各
自
十
句
選
の
 
〈
浮
巣
会
員
自
選
句
集
〉
 
は
、
一
一
八
 

名
の
参
加
者
で
六
十
五
頁
に
及
び
、
ま
さ
に
本
誌
に
組
み
 

込
ま
れ
た
合
同
句
集
で
あ
る
。
そ
の
他
内
容
豊
富
な
特
集
 

号
と
な
っ
た
。
 

旅
ご
こ
ろ
ほ
ぐ
る
る
雨
の
寒
桜
 

大
木
さ
つ
き
 

令
，
浮
巣
」
五
・
六
月
合
併
号
よ
り
）
 

市
原
市
春
季
俳
句
大
会
 

七
月
五
日
、
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
と
な
っ
た
市
原
市
春
季
 

俳
句
大
会
が
初
夏
の
日
射
し
の
中
、
四
十
四
名
の
参
加
者
 

を
得
て
、
五
井
会
館
四
階
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
席
題
の
 

「
打
水
」
「
夏
燕
」
に
取
り
組
ん
だ
。
 

主
選
者
は
鷹
同
人
の
岩
永
佐
保
先
生
に
お
願
い
し
た
。
 

、、ーノ 

兼
題
の
部
 

市
原
市
長
賞
 

摘
み
終
へ
て
風
の
音
聴
く
蕨
山
 

市
原
市
議
会
議
長
賞
 

の
ど
け
し
や
時
刻
表
な
き
渡
し
舟
 

市
原
市
教
育
長
賞
 

人
に
会
ふ
春
愁
の
眉
描
き
た
し
て
 

席
題
の
部
 

市
原
市
長
賞
 

水
打
つ
て
一
番
星
を
迎
へ
け
り
 

市
原
市
俳
句
協
会
賞
 

水
打
つ
て
帰
国
の
吾
子
を
待
つ
ば
か
り
 

市
原
市
議
会
議
長
賞
 

屋
上
の
わ
た
し
は
帆
船
夏
つ
ば
め
 

市
原
市
教
育
長
賞
 

筑
波
領
の
風
と
化
し
た
り
夏
燕
 

岩
永
佐
保
特
選
（
兼
題
の
部
）
 

シ
ー
ソ
ー
の
地
の
子
空
の
子
春
タ
焼
 

ひ
つ
じ
雲
追
へ
ば
牧
童
め
き
の
ど
か
 

鈴
木
 

喬一一 

松
本
 

正
子
 

三
宅
 

文
子
 

小
津
 

光
世
 

代
田
 
雅
文
 

長
演
 

聴
子
 

木
村
 
傘
休
 

松
本
 

正
子
 

大
関
 
博
美
 

（
西
津
照
雄
記
）
 

木
更
津
市
文
化
祭
第
四
十
四
回
市
民
俳
句
大
会
 

日
時
 
令
和
二
年
九
月
六
日
（
日
）
一
時
、
 

会
場
 
木
更
津
市
中
央
公
民
館
・
六
階
・
第
七
会
議
室
 

主
催
 
木
更
津
市
文
化
協
会
 

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
様
々
な
条
件
の
な
か
、
 

三
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
実
施
し
ま
し
た
。
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高
点
句
（
三
句
合
点
）
代
表
句
 

①
酒
蔵
の
閉
じ
て
久
し
き
昼
ち
ち
ろ
 

②
秋
め
く
や
川
に
日
暮
れ
の
色
残
り
 

③
秋
刀
魚
焼
く
妻
よ
り
寡
婦
と
し
て
長
し
 

④
東
京
が
地
図
の
折
り
目
に
終
戦
日
 

⑤
過
去
未
来
箪
笥
に
詰
め
て
秋
暮
る
る
 

⑥
親
し
み
の
距
離
を
保
ち
て
鳳
仙
花
 

⑦
し
き
た
り
を
半
分
守
り
盆
用
意
 

泉
 
志
」
県
子
 

川
合
 
憲
子
 

氏
家
 
幸
子
 

鈴
木
 
秀
朗
 

坂
本
千
恵
子
 

小
原
 

幸
子
 

坂
井
芙
美
子
 

（
実
行
委
員
長
川
合
憲
子
記
）
 

「
瀬
祭
」
誌
創
刊
九
十
五
周
年
特
別
号
発
行
 

本
田
撮
子
主
宰
「
瀬
祭
」
は
、
本
年
八
月
に
て
創
刊
九
 

十
五
周
年
を
迎
え
、
本
誌
八
月
号
・
九
月
号
を
記
念
特
別
 

号
①
・
②
と
し
て
発
行
し
た
。
慶
祝
。
通
巻
一
〇
六
三
号
。
 

大
正
十
四
年
、
吉
田
冬
葉
氏
に
よ
っ
て
創
刊
。
本
田
氏
 

は
七
代
目
の
主
宰
を
継
承
し
今
日
に
至
る
。
 

主
宰
は
巻
頭
言
で
、
技
巧
に
走
る
こ
と
な
く
知
識
の
ひ
 

け
ら
か
し
や
奇
を
街
う
事
な
く
自
己
を
確
立
し
、
不
易
流
 

行
を
志
す
と
い
う
の
が
「
瀬
祭
俳
句
」
の
理
想
で
は
な
か
 

ろ
う
か
、
と
歴
代
主
宰
か
ら
受
け
継
が
れ
た
精
神
を
述
べ
 

る
。
特
集
の
随
想
は
、
各
地
域
で
瀬
祭
の
発
展
に
尽
く
し
 

た
指
導
者
を
、
九
名
（
八
月
号
に
五
名
、
九
月
号
に
四
名
）
 

が
其
々
執
筆
し
本
誌
を
飾
っ
た
。
 

西
日
射
す
う
す
も
も
い
ろ
の
句
短
冊
 
本
田
 
撮
子
 

（
「
・
瀬
祭
」
八
月
・
九
月
号
よ
り
）
 

×

一

 

「
沖
」
誌
創
刊
五
十
周
年
記
念
号
発
行
 

能
村
研
三
主
宰
「
沖
」
は
本
年
十
月
号
で
創
刊
五
十
年
 

を
迎
え
、
同
号
を
「
創
刊
五
十
周
年
記
念
号
」
と
し
て
、
 

三
五
〇
頁
余
の
大
冊
を
発
行
し
た
。
慶
祝
。
 

主
宰
が
〈
創
刊
五
十
周
年
を
迎
え
て
〉
を
執
筆
。
 

能
村
登
四
郎
主
宰
か
ら
主
宰
を
継
承
し
て
粗
二
十
年
、
 

俳
句
を
初
め
て
か
ら
五
十
年
、
古
希
を
迎
え
ら
れ
た
と
の
 

こ
と
、
「
沖
」
五
十
年
の
感
慨
と
今
後
の
更
な
る
決
意
を
 

記
す
。
主
宰
記
念
作
品
五
十
句
、
副
主
宰
同
作
品
三
十
句
、
 

諸
氏
に
よ
る
特
別
寄
稿
、
気
多
大
社
に
お
け
る
主
宰
句
碑
、
 

沖
五
十
周
年
に
残
す
私
の
大
切
な
一
句
、
等
を
掲
載
。
 

中
で
も
「
沖
の
源
流
」
で
は
、
創
刊
号
よ
り
五
十
周
年
 

に
至
る
ま
で
の
す
べ
て
の
同
人
の
作
品
と
、
沖
作
品
選
後
 

評
を
収
載
。
こ
の
企
画
は
一
年
半
前
か
ら
作
業
を
始
め
ら
 

れ
た
由
、
 

一
ニ
ニ
頁
に
及
び
圧
巻
で
あ
る
。
本
誌
は
五
十
 

年
の
歴
史
を
飾
る
に
相
応
し
い
記
念
誌
と
な
っ
た
。
 

意
中
な
る
仮
想
句
敵
銀
河
燃
ゆ
 

能
村
 
研
三
 

（
「
沖
」
十
月
号
よ
り
）
 

・

ー

 結

社

賞

 

令
和
二
年
度
「
鴻
」
結
社
賞
 

第
十
四
回
「
鴻
」
賞
 
荒
井
一
代
 

狐
の
剃
刀
し
た
た
か
に
雨
が
く
る
 

第
四
回
「
鴻
」
特
別
功
労
賞
 
良
知
悦
郎
 

秋
著
荷
水
辺
の
風
の
重
さ
う
に
 

第
二
回
「
鴻
」
特
別
賞
 
岩
崎
 
俊
 

神
域
の
一
木
の
揺
れ
祭
笛
 

一 

代
 

悦
 
郎
 

俊 

し
 第

十
四
回
「
鴻
」
新
人
賞
 
山
岸
明
子
 

星
飛
ん
で
音
な
き
調
べ
広
が
れ
り
 

明
 
子
 

（
「
鴻
」
六
月
・
七
月
号
よ
り
）
 

第
十
八
回
（
令
和
元
年
度
）
「
万
象
」
新
人
賞
 

新
人
賞
 
中
鉢
弘
一
 

ア
カ
シ
ア
の
若
葉
を
わ
た
る
時
鐘
か
な
 

弘
 

一 

（
「
万
象
」
八
月
号
よ
り
）
 

【
 
会
員
著
書
紹
介
 

~ 

流
山
俳
句
協
会
合
同
句
集
 

●
『
味
酬
の
里
』
 

流
山
俳
句
協
会
 
編
 

流
山
俳
句
協
会
刊
行
の
第
一
句
集
で
あ
る
。
 

会
長
北
川
昭
久
氏
が
本
句
集
の
刊
行
に
あ
た
り
執
筆
。
 

当
協
会
は
「
俳
句
愛
好
者
の
交
流
と
新
人
の
育
成
」
を
 

掲
げ
、
傘
下
十
句
会
の
交
流
の
場
と
し
て
「
初
夏
の
俳
句
 

会
」
と
「
文
化
祭
俳
句
大
会
」
を
開
催
し
て
い
る
が
、
こ
 

の
度
更
な
る
試
み
と
し
て
「
合
同
句
集
」
を
新
た
に
発
行
 

さ
れ
た
と
の
こ
と
。
句
集
名
は
、
地
域
と
の
繋
が
り
を
考
 

慮
し
て
命
名
さ
れ
た
。
継
続
発
刊
と
内
容
の
充
実
を
図
れ
 

れ
ば
と
記
す
。
八
十
四
名
の
近
詠
七
句
を
収
載
の
充
実
集
。
 

県
俳
句
作
家
協
会
会
員
の
作
品
を
紹
介
。
 

連
句
碑
や
言
霊
深
く
竜
の
玉
 

北
川
 

昭
久
 

ロ
シ
ア
古
都
白
夜
に
浮
か
ぶ
塔
あ
ま
た
 
小
野
 

正
之
 

老
木
の
幹
に
ひ
孫
の
や
う
な
花
 

春
寒
し
う
す
む
ら
さ
き
の
遠
筑
波
 

万
の
喝
采
水
鳥
の
皆
発
て
ば
 

富
沢
 
ま
み
 

富
永
 
美
南
 

浪
岡
 
郁
子
 

（
令
和
2

年
3

月
発
行
・
流
山
俳
句
協
会
）
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●
句
集
『
天
恵
』
 

伊
藤
 
隆
 
著
 

「
い
に
は
」
同
人
の
著
者
の
第
一
句
集
。
 

米
寿
を
記
念
し
て
上
梓
さ
れ
た
。
季
別
の
五
章
仕
立
て
 

に
し
、
三
三
四
句
を
収
載
。
村
上
喜
代
子
主
宰
が
序
文
で
、
 

「
い
に
は
」
創
刊
号
の
著
者
の
句
に
触
れ
て
、
最
初
か
ら
 

格
調
が
高
く
初
心
者
と
は
思
え
ず
、
句
が
お
お
ら
か
で
あ
 

る
と
。
現
在
に
至
っ
て
感
性
の
若
さ
を
称
讃
。
表
題
は
、
 

〈
息
災
は
天
の
恵
み
よ
明
の
春
〉
に
よ
る
。
千
葉
県
中
郷
村
 

（
現
木
更
津
市
）
生
れ
、
千
葉
市
在
住
。
俳
人
協
会
会
員
。
 

ひ
た
す
ら
に
逃
水
追
ひ
て
晩
年
へ
 

花
冷
や
ゴ
リ
ラ
は
樹
下
に
只
管
打
坐
 

万
緑
を
貫
き
鉄
路
ひ
た
走
り
 

眼
光
は
ボ
ク
サ
ー
の
ご
と
羽
抜
鶏
 

水
仙
や
沖
に
一
舟
動
か
ざ
る
 

（
令
和
2
年
7
月
発
行
・
ふ
ら
ん
す
堂
）
 

片
き
」
・
甘
普
・
上
ど
仲
』
山
・
功
」
」
片
脅
L
ふ
＆
魯
し
L
曾
．
L
r
片
什
b
山
、
申
・
ロ
L
ー
 

県
内
俳
句
協
会
・
俳
句
連
盟
紹
介
 

富

津

市

文

化

協

会

 

富
津
俳
句
サ
ー
ク
ル
 

富
津
市
は
昭
和
四
十
六
年
四
月
、
三
町
（
富
津
、
大
 

佐
和
、
天
羽
）
が
合
併
し
て
富
津
町
と
な
り
後
に
富
津
 

市
と
な
り
ま
し
た
。
文
化
協
会
（
以
後
文
協
と
略
）
は
 

昭
和
四
十
八
年
三
月
に
発
足
、
設
立
総
会
が
富
津
公
民
 

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
俳
句
サ
ー
ク
ル
は
文
協
の
文
学
 

部
の
ー
つ
と
し
て
活
動
を
開
始
、
神
子
主
宰
の
ち
に
稲
 

村
夢
花
主
宰
（
高
浜
虚
子
の
直
弟
子
・
故
人
）
の
下
で
 

毎
月
開
催
・
参
加
者
の
減
少
で
一
時
休
止
。
 

あ
る
年
文
協
主
催
の
芸
術
祭
（
六
月
）
に
俳
句
部
門
 

が
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
「
富
津
文
化
（
文
協
 

の
会
報
）
」
の
編
集
長
の
小
嶋
一
朗
氏
が
文
協
会
長
の
 

●
句
集
『
榔
の
木
』
 

小
河
原
清
江
 
著
 

著
者
の
第
一
句
集
。
平
成
元
年
「
風
濡
」
同
人
、
二
十
 

五
年
「
沖
」
同
人
。
傘
寿
を
迎
え
る
に
当
た
り
上
梓
さ
れ
 

た
。
平
成
十
六
年
以
降
の
作
品
二
九
七
句
を
収
載
。
 

表
題
は
、
著
者
の
敷
地
内
に
あ
る
樹
齢
三
百
年
の
樹
、
 

〈
榔
の
葉
を
懐
紙
に
添
へ
て
女
正
月
〉
〈
榔
一
樹
不
擁
不
屈
 

や
野
分
中
〉
か
ら
、
能
村
研
三
主
宰
が
命
名
。
さ
ら
に
丁
 

寧
な
序
文
を
、
温
い
践
文
を
森
岡
正
作
副
主
宰
が
寄
せ
る
。
 

千
葉
県
生
れ
、
大
網
白
里
市
在
住
。
 

主
宰
抄
出
帯
文
よ
り
。
 

元
朝
や
屋
敷
稲
荷
へ
灯
を
と
も
す
 

折
紙
の
鶴
に
翼
や
星
迎
 

潮
風
を
満
身
に
受
け
上
総
凧
 

総
の
国
畦
な
き
ご
と
く
大
青
田
 

余
生
と
は
ま
だ
あ
る
未
来
半
夏
生
 

（
令
和
2
年
7

月
発
行
・
文
畢
の
森
）
 

吉
本
充
氏
と
共
に
三
枝
一
雄
氏
宅
を
訪
れ
懇
願
。
現
役
 

の
医
師
な
が
ら
大
学
時
代
か
ら
俳
句
を
磨
い
て
き
た
二
 

枝
氏
は
了
承
さ
れ
、
「
上
総
ホ
ト
ト
ギ
ス
俳
句
会
」
を
 

そ
の
年
の
七
月
に
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
 

以
来
毎
月
公
民
館
や
上
総
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
を
借
 

り
て
吟
行
句
会
を
続
け
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
 

句
会
の
選
者
は
初
め
三
枝
一
雄
先
生
と
奥
様
ふ
み
代
 

先
生
で
し
た
が
途
中
よ
り
増
田
善
昭
先
生
（
現
千
葉
県
 

一
 
「
 

ホ
ト
ト
ギ
ス
会
長
）
も
お
出
で
い
た
だ
き
御
指
導
を
受
ら
一
 

け
て
い
ま
す
。
 

「
上
総
ホ
ト
ト
ギ
ス
俳
句
会
」
で
の
特
選
入
選
の
句
 

の
う
ち
五
句
が
広
報
「
ふ
っ
つ
」
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
 

前
出
の
小
嶋
氏
の
手
に
よ
り
「
文
協
」
の
俳
句
会
の
句
 

は
「
松
風
」
と
し
て
毎
月
ま
と
め
ら
れ
配
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

（
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
理
事
・
川
崎
直
子
記
）
 

●
句
集
『
新
走
』
 

関
戸
信
治
 
著
 

「
い
に
は
」
同
人
。
句
集
『
直
立
都
市
』
に
次
ぐ
第
一
一
 

句
集
。
い
に
は
叢
書
十
四
集
。
平
成
二
十
年
か
ら
令
和
元
 

年
ま
で
の
作
品
三
一
四
句
を
収
載
。
序
文
を
執
筆
の
村
上
 

喜
代
子
主
宰
は
、
著
者
に
つ
い
て
、
多
作
多
捨
の
作
家
で
、
 

人
情
に
篤
く
義
に
脆
く
情
の
深
い
人
と
述
べ
、
多
種
多
彩
 

な
一
集
の
上
梓
を
祝
う
。
ま
た
、
書
道
家
楠
天
然
氏
揮
牽
 

の
挿
入
句
が
誌
に
花
を
添
え
て
い
る
。
東
京
都
生
れ
、
世
 

田
谷
区
在
住
。
現
代
俳
句
協
会
会
員
・
俳
人
協
会
会
員
。
 

さ
く
ら
ん
ぼ
ま
だ
生
き
て
る
る
恋
敵
 

ふ
る
さ
と
が
つ
ん
と
匂
ひ
し
隙
間
風
 

千
の
田
に
千
の
水
口
遠
河
鹿
 

い
ろ
い
ろ
が
あ
つ
て
晩
節
新
走
 

新
走
一
人
が
校
歌
う
た
ひ
出
す
 

（
令
和
2
年
7

月
発
行
・
東
光
社
）
 

●
句
集
『
真
水
の
よ
う
に
』
 

下
村
洋
子
 
著
 

「
遊
牧
」
同
人
の
著
者
の
第
一
句
集
。
編
年
体
の
五
章
 

仕
立
に
て
三
五
二
句
を
収
載
。
塩
野
谷
仁
代
表
が
序
文
を
。
 

〈
涙
腺
を
た
ど
り
て
行
け
ば
嬰
栗
の
花
〉
 

も
と
も
と
下
村
洋
子
さ
ん
は
「
叙
情
体
質
の
人
だ
っ
た
。
 

勝
手
な
想
像
な
の
だ
が
、
自
己
に
忠
実
に
、
そ
し
て
ひ
た
 

む
き
に
生
き
て
こ
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
ん
な
あ
 

る
日
「
涙
腺
」
の
先
に
「
嬰
粟
の
花
」
が
無
邪
気
に
咲
い
 

て
い
た
。
そ
の
と
き
「
嬰
粟
の
花
」
は
下
村
さ
ん
の
生
き
 

様
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
と
結
ぶ
。
長
野
県
 

生
れ
、
鎌
ケ
谷
市
在
住
。
千
葉
県
現
代
俳
句
協
会
幹
事
。
 

十
五
夜
の
真
水
の
よ
う
に
服
纏
う
 

柊
咲
く
危
険
思
想
の
入
り
口
に
 

た
ま
し
い
の
は
ぐ
れ
た
あ
た
り
芥
子
の
花
 

夫
逝
く
星
を
砕
き
し
霜
降
り
る
 

わ
た
く
し
の
流
砂
は
じ
ま
る
緑
の
夜
 

（
令
和
2
年
8
月
発
行
・
本
阿
弥
書
店
）
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し
 

●
句
集
『
す
み
だ
の
風
』
 

広
海
あ
ぐ
り
 
著
 

本
名
山
下
ひ
ろ
み
。
「
沖
」
同
人
、
同
誌
の
編
集
部
で
 

ご
活
躍
の
著
者
の
第
一
句
集
。
古
希
を
迎
え
上
梓
さ
れ
た
。
 

平
成
二
十
四
年
「
沖
」
入
会
以
前
の
作
品
か
ら
、
現
在
 

ま
で
の
二
八
五
句
を
収
載
。
序
文
を
能
村
研
三
主
宰
が
、
 

践
文
を
森
岡
正
作
副
主
宰
が
、
共
に
懇
切
丁
寧
な
文
を
よ
 

せ
、
著
者
の
第
二
句
集
へ
の
期
待
で
結
ぶ
。
千
田
百
里
同
 

人
会
長
が
心
地
よ
い
風
を
呼
ぶ
帯
文
を
。
恵
ま
れ
た
句
集
 

で
あ
る
。
東
京
生
れ
、
葛
飾
区
在
住
。
俳
人
協
会
会
員
。
 

炎
昼
の
思
惟
仏
思
惟
を
解
く
こ
と
な
し
 

根
津
権
現
婆
裟
羅
ば
さ
ら
と
樟
青
葉
 

ひ
ら
が
な
の
町
き
さ
ら
ぎ
の
雪
の
降
る
 

鳥
帰
る
い
つ
し
か
隅
田
故
郷
に
 

寒
規
洗
へ
ば
し
や
ら
と
鉄
の
音
 

（
令
和
2
年
9

月
発
行
・
弘
文
社
）
 

●
句
集
『
中
今
』
 

高
橋
健
文
 
著
 

「
好
日
」
の
主
宰
、
当
協
会
理
事
を
務
め
る
著
者
の
第
 

な
か
い
ま
 

三
句
集
。
句
集
名
は
〈
而
し
て
至
る
中
今
桐
の
花
〉
に
依
る
。
 

中
今
と
は
、
過
去
と
未
来
と
の
真
ん
中
の
今
、
遠
い
無
 

限
の
過
去
か
ら
遠
い
未
来
に
至
る
間
と
し
て
の
現
在
。
と
 

の
こ
と
。
平
成
二
十
一
年
か
ら
令
和
元
年
ま
で
の
作
品
三
 

一
二
句
を
六
章
に
分
け
収
載
。
 

宮
城
県
生
れ
、
松
戸
市
在
住
。
「
好
日
」
青
雲
賞
受
賞
・
 

好
日
賞
受
賞
、
千
葉
県
現
代
俳
句
協
会
副
会
長
・
俳
人
協
 

会
千
葉
県
支
部
幹
事
。
句
集
『
白
墨
』
『
水
の
器
』
。
 

雪
晴
の
東
京
遠
く
ま
で
淋
し
 

春
眠
し
ア
ラ
ビ
ア
文
字
の
ご
と
き
午
後
 

木
守
柿
い
つ
も
日
暮
を
待
つ
て
丙
る
 

遠
き
葬
列
麦
秋
の
中
を
来
る
 

臭
の
樹
が
あ
り
月
の
上
り
け
り
 

（
令
和
2

年10

月
発
行
・
東
京
四
季
出
版
）
 

●
校
注
『
俳
譜
田
ご
と
の
日
』
 

山
奴
 
編
著
 

「
軸
」
主
宰
、
当
協
会
の
理
事
長
を
務
め
る
秋
尾
敏
氏
 

の
校
注
、
筑
波
大
学
綿
抜
豊
昭
教
授
の
監
修
に
よ
っ
て
上
 

梓
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
歳
時
記
・
類
題
句
集
で
あ
る
。
 

秋
尾
氏
の
あ
と
が
き
に
よ
る
と
、
本
書
は
秋
尾
氏
が
館
 

長
を
務
め
る
俳
句
図
書
館
鳴
弦
文
庫
の
講
座
「
古
俳
書
を
 

読
む
会
」
で
は
、
俳
譜
と
翻
字
の
基
本
を
身
に
つ
け
よ
う
 

と
、
講
師
に
綿
抜
氏
を
招
き
、
平
成
十
九
年
か
ら
月
一
回
 

の
講
座
に
て
、
江
戸
期
・
明
治
期
の
俳
書
の
翻
字
を
学
ん
 

で
き
て
、
郷
土
の
俳
書
を
翻
刻
し
て
お
く
重
要
性
と
、
千
 

葉
県
俳
句
史
に
少
し
で
も
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
と
 

の
思
い
か
ら
、
翻
刻
し
て
残
す
こ
と
に
し
た
と
の
こ
と
。
 

「
軸
」
同
人
に
よ
る
「
古
俳
書
を
読
む
会
」
で
翻
字
し
 

た
も
の
を
纏
め
ら
れ
た
一
集
。
 

非
常
に
貴
重
な
俳
書
で
あ
り
資
料
で
あ
る
。
 

（
平
成
2

年10

月
発
行
・
俳
句
図
書
館
鳴
弦
文
庫
）
 

受
贈
誌
よ
り
 

あ
び
こ
（
三
五
〇
号
）
 

沼
風
の
薫
る
直
哉
が
旧
居
跡
 

い
に
は
（
十
月
号
）
 

津
波
来
し
高
さ
百
合
咲
く
崖
を
指
す
 

浮
巣
（
十
月
号
）
 

竹
伐
り
て
夜
は
わ
が
灯
り
路
地
へ
洩
る
 

沖
（
十
月
号
）
 

喜
ん
で
祭
喧
嘩
を
買
う
て
や
る
 

音
信
（
十
月
号
）
 

名
月
を
待
ち
て
ほ
ど
良
き
松
手
入
れ
 

か
ず
さ
ホ
ト
ト
ギ
ス
（
六
一
三
号
）
 

雨
音
は
瀬
音
に
消
ゆ
る
半
夏
生
 

響
焔
（
十
月
号
）
 

幻
想
曲
ピ
ア
ノ
は
月
光
に
濡
れ
て
 

染
谷
 

卓
 

村
上
喜
代
子
 

大
木
さ
つ
き
 

能
村
 
研
三
 

白
鳥
紅
星
子
 

三
枝
か
ず
を
 

米
田
 
規
子
 

し
 草

の
美
（
九
月
号
）
 

語
り
継
ぐ
も
の
な
忘
れ
そ
終
戦
日
 

原
人
（
九
月
号
）
 

昼
ふ
か
く
だ
あ
れ
も
る
な
い
鍋
牛
 

鴻
（
十
月
号
）
 

盆
三
日
遠
州
灘
の
波
太
鼓
 

好
日
（
十
月
号
）
 

少
年
に
沈
ま
ぬ
タ
日
か
ぶ
と
虫
 

祭
演
（
六
十
一
号
）
 

入
道
雲
の
余
白
自
転
車
こ
い
で
い
る
 

雑
草
（
十
月
号
）
 

典
型
に
キ
リ
ン
の
首
あ
り
晩
夏
光
 

鴫
（
十
月
号
）
 

災
天
や
遮
断
機
急
に
下
り
さ
う
な
 

軸
（
十
月
号
）
 

月
光
の
魚
た
ち
影
を
譲
り
あ
う
 

新
暦
（
終
刊
四
〇
〇
号
）
 

咲
き
急
ぎ
散
り
急
ぐ
花
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
 

瀬
祭
（
十
月
号
）
 

蝉
蜘
の
一
歩
も
退
か
ぬ
道
険
し
 

夏
日
（
三
六
五
号
）
 

捨
つ
る
も
の
あ
ま
た
よ
秋
の
火
蛾
の
舞
ふ
 

野
火
（
十
月
号
）
 

滝
の
芯
わ
づ
か
に
外
し
滝
行
者
 

初
蝶
（
十
月
号
）
 

八
月
来
讃
美
歌
ど
れ
も
疎
覚
え
 

万
象
（
十
月
号
）
 

重
き
辞
書
婆
裟
と
閉
づ
れ
ば
徽
匂
ふ
 

ペ
ガ
サ
ス
（
八
号
）
 

Q
R

コ
ー
ド
緑
蔭
が
い
っ
ぱ
い
 

百
鳥
（
十
月
号
）
 

林
火
忌
や
今
も
鼓
舞
さ
れ
叱
吃
さ
る
 

遊
牧
（
一
ニ
九
号
）
 

七
月
の
か
な
し
み
流
木
の
か
た
ち
 

ろ
ん
ど
（
十
月
号
）
 

泡
盛
の
堤
の
一
輪
沖
縄
忌
 

逸
見
 
真
三
 

昼
間
た
つ
お
 

増
成
 

栗
人
 

高
橋
 

健
文
 

森
須
 

蘭
 

実
籾
 

繁
 

高
橋
 
道
子
 

秋
尾
 

敏
 

中
路
 
素
童
 

本
田
 

振
子
 

望
月
 

百
代
 

菅
野
 
孝
夫
 

中
山
 

和
子
 

内
海
 
良
太
 

羽
村
美
和
子
 

大
串
 

章
 

塩
野
谷
 
仁
 

す
ず
き
巴
里
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一需切ク―磐ー・細 

第6 回千・葉I具俳句大賞 

【応募条件】 千葉県内に在住し、令和元年12月1日～令和2年11月30日までに刊行した 

句集より審査します。当協会に加盟されているか否かは問いません。 

現在当協会の役員をされている方は応募できません。 

【応募方法】 自薦、他薦は問いません。千葉県俳句作家協会担当者まで句集と同句集から 

の自選20句（自薦・他薦にかかわらず）をお送りください。 

20句はA4用紙1枚（冒頭に句集名・作者名明記）に記入してください。 

【応募締切】 令和2年1 1月30日必着 

【顕 彰】 大賞 表彰盾、賞金5万円 

準賞 表彰盾、賞金3万円 ‘奨励賞 表彰盾、賞金1万円 

【応募先】 〒271-0092 千葉県松戸市松戸2274-5 佐藤 映二方 

千葉県俳句作家協会顕彰部「千葉県俳句大賞」係宛 

※封筒の表に「千葉県俳句大賞応募」と朱書きしてください。 

【選考委員】 能村研三 増成栗人 三枝かずを 塩野谷仁 秋尾 敏 村上喜代子 

【表 彰】 令和3年2月1 1 日（祝日） 新春交流俳句会の席上にて表彰します。 

第35回協会賞の作品募集 

募集句数 20句 新作未発表の作品で「題名』を付す 

審査料 3,000円 応募作品に郵便小為替同封のこと 

締 切 令和2年12月15 日（火）必着 

審査員 秋尾 敏 川合 憲子 三枝かずを 

田所 節子 能村 研三 増成 栗人 

賞 金 3万円 

発 表 会報「真木」誌上に発表し、総会の席上で賞状・賞金又は賞を授与 

月刊誌「俳句界」に入賞作品を掲載 

投句先 〒270-1138 千葉県我孫子市下ケ戸285 番地 染谷 卓方 

千葉県俳句作家協会事務局宛 

塩野谷 仁 

村上喜代子 

投句用紙 ◇B4 版 400字詰め原稿用紙1枚を使用。 

◇右欄外に「題名」 

◇末尾欄外に「郵便番号・住所・姓号・電話番号・所属・俳歴・年齢」を 

槽書で明記。 
◇右上欄外に「新仮名遣い使用」或いは 目日仮名遣い使用」と明記。 
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主宰 村上喜代子 

新会員歓迎・添削指導します。 

誌代1年12,000円（月刊） 
半年 6,000円見本誌500円 

―いには俳句会― 

〒 276一0036 

千葉県八千代市高津390一211 
電話 047- 458一1919 
Fax 047一458一1895 
振替 00280-9-131469 

HP検索：いには俳句会 


